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温暖化防止うらやす取り組み経緯

１）2014年度うらやす市民大学 「環境にやさしいうらや
すの環境を守り創る」 行動計画として

9名の受講生（8名が温暖化防止うらやすメンバ）で
環境家計簿の普及をテーマに立案

２）2015年1月定例会において以下のことを確認
・本行動計画の受け皿として温暖化防止うらやすが取
り組むこと

・今後分科会を設けて具体的な計画を立てる
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アクションプラン（案）

① 温暖化防止うらやすメンバで実際に環境家計
簿記入し、データを分析

② 普及活動のアプローチ案

・市民活動センター登録の環境団体への働き
かけ

・環境学習（小中学校、公民館）

③環境保全課との協働

・一般市民への普及促進へ向けた仕組み提案
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環境行動計画 環境家計簿の普及

江澤、貝原、川島、神尾、佐藤、島野、團、松村

2015年1月13日

うらやす市民大学
第4期 環境にやさしいうらやすの環境を守り創る
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なぜ環境家計簿か

データが示す

・家庭部門の排出量は増加

（ ３．１１以降の省エネ努力にもかかわらず）

・市民への要請

誰にでもできること

→省エネという日々の生活に直結し、継続が求められる行動

行動のトリガーは

→気づき、

環境家計簿を見なおそう
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家庭部門のＣＯ２排出量１（日本）
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出典：JCCCA



家庭部門のＣＯ２排出量２（日本）
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家庭部門のＣＯ２排出量3
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出典：国立環境研究所



家庭部門のＣＯ2排出量３（日本）
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部門別 CO2 排出量の推移（1990-2013年度（速報値））

運輸部門（自動車・
船舶等）

業務その他部門（商業・サービス・事業所
等）

家庭部門

エネルギー転換部門
（発電所等） 工業プロセス及び製

品の使用廃棄物分
野

（年度）

CO
2
排
出
量
（
百
万
ト
ン

CO
2）

産業部門
（工場等）

その他

百万トン（+11.0%

百万トン（-6.3%）

百万トン（-12.6%
百万トン（+16.3%

百万トン（+19.5%

百万トン（-9.0%）
百万トン（-8.9%）
百万トン（+13.5%

出典：国立環境研究所
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電力消費部門別割合（参考）
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ドイツ(2012)

産業 業務 家庭 交通機関 農業

33%

35%

29%

3%

日本(2010)

産業 業務 家庭 交通機関 農業



環境家計簿の意義

気づき

思考

行動

省エネ効果の大きいもの
データ取得の容易性
電力、ガス、水道、ガソリン

評価

数値化=客観値（比較可能）

省エネアクションリスト
目標値設定

省エネ＝コスト削減
楽しみながら
競争心理

目標値との差異
分析

ライフスタイルの転換

前年同月
全日本平均値
類似世帯
仲間、近隣世帯
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全国の環境家計簿導入経緯
• 1990年代初めに工学系研究者グループが家計
が自分たちでできる行動としてパソコンソフトを
開発、環境家計簿と命名

• 1996年環境庁が環境家計簿「エコ帳」を開発
• 環境省、ＮＰＯ法人、東京電力、東京ガス、松下
電器、地方自治体などがＷＥＢサイト直接入力、
エクセルダウンロードなど、ＰＣを利用したものを
開発 （2008年で33種類以上）

• 環境省のＷＥＢサイト64,301 の登録実績があり
（2008 年 8 月 25 日）、毎月の平均アクセス数は
約 80万件（全国総世帯数 49,973,000平成20年度）
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出典：研究論文 環境家計簿によるエコ推進 *. ―CO2 排出量の算定における課題―.島崎規子



全国自治体の導入実態
・京都市 平成20年12月配布開始
目標値 50,000世帯 （総世帯数 1,153,617 「26年度推定」）

20年度19,393、21年度17,806、22年度14,525
インセンティブ（提出すると抽選でトラフィカ京カード10名）
・山梨県（環境家計簿に率先して参加している団体）

平成25年の環境家計簿取り組みアンケート結果
電気 1,198、ガス 525、ガソリン 703
（総世帯数 333,139）
・南房総市の平成25年度環境家計簿の取り組み
目標100人 平成23年度18人 総世帯数15,575

•仕組みはあるが普及率はまだまだ
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ＷＥＢ環境家計簿を使ってみて

良い点

• 東京電力はお知らせメール
が来る

• 前年同月比などグラフ化で
良くわかる

• アドバイスなどもある
• 類似世帯との比較し自分
の位置がどの程度か視覚
化してわかる

悪い点

• ＰＣに慣れていない人 (多
分、多数派)→セットアップ
に苦労する

• いちいち数値の入力をしな
いといけない。

• マンネリ化してくる
• 使用家電個々の消費電力
まではわからない

環境省、東京電力、京葉ガス、浦安市エコファミリー
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普及するための課題

• 環境家計簿の存在が認知されていない
• 効果がわかりづらい
• インセンティブになるような仕組みが少ない
• ＰＣに不慣れな人たちにとってＷＥＢ上での作
業が困難

• 継続することが困難

• 無関心層が多数派

16



普及のためのポイント１
取り組む意思の明確化

参加人数”の目標値設定

• 京都市では市長が“５万
人”という具体的目標を掲
げて環境家計簿を推進

• 行政と市民の協働
• 関心層への働きかけ
• 浦安市でも環境保全課とタ
イアップして3000人?といっ
た参加人数の目標設定し
展開できないか

インセンティブ

• 前年度削減率に連動した
電力、ガス料金の値引き

• ＣＳＲで環境問題に取り組
んでいる企業との協業

• Tポイントのような各種カー
ドのポイントと連携

• イオンでは“ご当地WAON”
で１％地元還元という仕組
みを運営している。埼玉県
には年間4000万円還元。
県単位のしくみであり市単
位に展開は可か？
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普及のためのポイント２
参加ハードルを低くする

• 入力しやすいアプリケー
ションソフト、ＷＥＢ

• スマホのアプリで簡単入力
（浦安市のごみゼロ課はク
ルナビというゴミ収集に関
するスマホアプリを開発し
運用している）

• 入門編、一般編、応用編な
ど容易なものから高度なも
のへのコース分け

• 光熱費削減、ガソリン費削
減などの金銭的効果と連
動したようなコース設定

評価から省エネ活動へ

至る仕組み

• 記録した結果の評価、浦安
市や地域、世帯人数の平
均値などと双方向で比較で
きればモティベーションアッ
プ

• 目標設定と達成手段を示
し、啓発
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浦安市での経緯

• 平成17年1月策定の環境基本計画のリーディングプロジェク
トの環境配慮指針プロジェクトとして平成19年「環境エコファ
ミリーとして策定」

• 平成20年度より浦安エコファミリーを出前講座として推進
• 平成20，21年度成人式概要版を配布
• 平成21年度より市ホームページに「浦安エコファミリー環境
家計簿を掲載」

• 平成21年度「環境省我が家の環境大臣」へ「URAYASUCITY
団体コード」登録の呼び掛け

• 平成22年度で「環境省我が家の環境大臣」は事業仕分で廃
止

• 廃止後も市ホームページ掲載、公民館、自治会などの要請
を受け出前講座など、「省エネナビ」「エコワット」貸出などの
啓発活動は継続中

出典：浦安市環境保全課 19



排出量合計
161,300ton

水道
4,200to
n

ガス
57,300t
on

電気
９９，８００
ton

浦安市のＣＯ２排出量（参考）

電気：６２％

ガス：３５％

水道： ３％

出典：2013年度うらやす市民大学環境行動計画
家庭での省エネルギー対策 佐藤 卓氏

家庭での排出量割合を７５％と仮定すると120,975ton
ベンチマークの数値として1世帯あたり1.613ton（浦安市世帯数75,000）
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浦安市内での温暖化防止活動のシナリオ
：環境家計簿の普及①

持続可能な地球にするために、地球の温暖化を防止する活動が必須。
市民ができる温暖化防止活動を展開する。

①”我が家”のデータを記録しそこから気づく
・使用量の多い機器は何か、季節による違いなど把握する

②目標を設定し具体的な行動計画をたて、実行していく
ベストプラクティスと自分の家との差を把握し、その理由を見つける

③できるだけ多くの母数の中で自分の立ち位置をつかみ気づく
地域、世帯人数の平均値などとの比較はモティベーションアップにつながる
そのためには、普及“ （参加）数” が重要

➡呼びかけ、参加者の輪を広げる
（呼びかけ先）
a)市民団体 b)教育委員会（中学校の総合学習）

（普及のために）
➡なぜ環境家計簿をつけるのか理解を得る
➡参加のためのインセンティブを考える

ex.ポイントプロジェクトの構築・・・
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浦安市内での温暖化防止活動のシナリオ
：環境家計簿の普及②

温暖化を防止すためには、

多くの人に気づいて活動してもらうことが重要

行政の関係機関（環境保全課・市民活動センター他）と協働し参
加者を増やす

（対象先）

・市民大学学生

・市民活動センター登録団体（環境関連団体）

・市民イベント（環境フェア・市民活動フェスティバル・・）

・公民館の環境関連講座

・自治会

今年のCOP21で、日本として国際的削減目標の約束数値設定は必至。
それを見据えた活動計画を立てることが重要。
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浦安市の市民環境活動団体
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浦安市内での温暖化防止活動のシナリオ
：環境家計簿の普及③

（プログラムの流れ）
■気温が上がり続けると地球はどうなるか
調べる
なぜ気温が上がるのか
ＣＯ2の排出量の増加が地球温暖化の
原因になっていることを知る

■気温の変化を調べよう
昔の年平均気温と今の年平均気温を
調べてみよう
昔の生活、今の生活を比べてみよう

■毎日の生活の中で、様々なエネル
ギーを使っていることを知る
家庭で使っているエネルギーに
ついて考える
・冷暖房に電気を使うとＣＯ2発生に
つながることを知る。
・自分の家から、
どのくらいのＣＯ2を
排出しているかを
計算する
・自分の家の電気・
ガス・水道・ガソリン
の使用量を記録する

市内中学校の総合学習で環境学習として組み込んでもらう
基本を理解すれば、行動の習慣化と家族への普及が期待できる。
環境学習プログラムの開発し学校にアプローチする
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浦安市内での温暖化防止活動のシナリオ
：環境家計簿の普及③

排出（ムダ使い）を減らす工夫を考えて
続けよう

朝起きてから寝るまでの生活をふりか
えり、

どのような時に、どんな種類のエネルギー
を使っているかを調べる。

毎日の生活の中でできる省エネルギーの
アイディアを考えてみよう

自分ができる行動を考え家族や友達と協
力しながら実践しよう

時間 行動 と 工夫 使用ｴﾈﾙｷﾞー

起床～登校

放課後～夕食

夕食～就寝

就寝中

友達と比べて、どんな生活行動の違いが

エネルギーの消費量の違いにつながってい
るかを考える。

考えたことを発表し、みんなで共有し実行
する。実行した結果を発表する。

二酸化炭素（CO2）の排出量を調べてみよう

二酸化炭素（ＣＯ2）排出量の計算

（二酸化炭素換算値 単位 Kg）

電気 使用電力量(KWh)✕○○ ＣＯ２換算値

都市ガス 使用量(m3)✕○○

プロパンガス 使用量(m3)✕○○

灯油 使用量(L)✕○○

ガソリン 使用量(L)✕○○

水道 使用量(m3)✕○○

＊日本人が排出するＣＯ2は：1人当たり約2,840Kg/人

JCCCAより

＊直径1mの球形の風船をCO2でいっぱいにすると、

約0.96Kg（約20℃の場合）

学習研究社 中学生 理科の自由研究 地球環境編より
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今後の計画（案）

（１）温暖化防止うらやすでの担い事業として
位置づけ

（２）環境家計簿普及分科会設定
（３）市民環境団体への参加要請
（４）環境保全課との協業検討
（方向性、目標値設定、役割分担、費用）
（５）エントリー、評価ＷＥＢの開発
（６）環境学習プログラム開発
（７）中学校、公民館授業の提案
（８）目標達成度評価
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